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来年度に向けた
取組方針

引き続き、新たな施設へネーミングライツを導入し、自主財源の確保に努めます。

備考
ネーミングライツは５年契約となっており、１件当たり年間歳入100万円と想定。
1,500万円歳入増加の内訳（R9年度）︓500万円（R5契約・5年間）＋400万円（R6契約・4年間）＋300万円（R7契
約︓3年間）＋200万円（R8契約・2年間）＋100万円（R9契約・1年間）

年度末評価 A

年度末の
取組状況報告

新たに１施設へネーミングライツを導入し、130万円の歳入増加となりました。

各年度ごとの
達成目標

・１施設へネーミン
グライツ導入
・100万円の歳入増
加

・１施設へネーミン
グライツ導入
・300万円の歳入増
加

・１施設へネーミン
グライツ導入
・600万円の歳入増
加

・１施設へネーミン
グライツ導入
・1,000万円の歳入
増加

・１施設へネーミン
グライツ導入
・1,500万円の歳入
増加

Ｒ９

現状と課題
〇市では、平成３０年度よりネーミングライツを導入し、現在２施設で導入しています。
〇他の施設へも導入を検討しています。

取組内容
〇毎年、新たな施設へネーミングライツを導入することを⽬指します。
○５年間で1,500万円の歳入増加を⽬指します。

取組の効果
〇効果的な自主財源の確保に繋がります。
○施設の管理運営やサービス向上に役⽴てることができます。

年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

自主財源の確保

開始年度 R５ 達成目標年度 R９

改革の視点 より良い未来のための⾏動
SDGs関連№

本庄市総合振興計画（後期基本計画施策中項目）

本庄市⾏政改革⼤綱 R5年度実施計画シート

改革テーマ スマート自治体への転換と持続可能な⾏政経営への挑戦

改革分野 財政改革

計画名 ネーミングライツによる自主財源の確保

実⾏課 企画課 連携課 対象施設所管課

できる限り数値化可能な
目標を設定し、達成目標
年度までの目標を記載。
例：R5～R7で達成する計
画→R8、R9は空欄。

年度末の目標に対する達成状況を選択。
【評価基準】
　AA：計画達成（計画終了）
　A：目標を上回る（計画継続）
　B：目標どおり（計画継続）
　C：目標を下回る（計画継続）
　D：中止（計画終了）
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